
【参考】定量分析

記述情報の開示の好事例集2023 金融庁 2024年３月８日（更新）

（注）

・文字数をもとに分析を実施しているが、開示の充実においては単に文字
数が増えればよいというものではなく、内容の充実が重要である。

・文字数が増えるということは、丁寧な記載が増えて内容が充実している可
能性を示唆するものであり、文字数の増加＝開示の充実ではないことに
留意が必要である。



（参考１）サステナビリティ関連の特定の単語に関する有価証券報告書での開示の状況（1/2）

 有価証券報告書の「事業の状況」においてサステナビリティ関連の特定の単語を含む開示を行っている会社数及び割合(*2)

 2022年3月期及び2023年3月期決算の上場会社を対象に、有価証券報告書の「事業の状況」において、調査対象とし
たサステナビリティ関連の特定の単語(*1)を含めた開示を行っている会社数を特定の単語ごとに調査・集計した。

 いずれの項目においても2022年３月期から2023年３月期にかけて、開示を行っている会社数及び開示率は増加した。

(*2) EDINETより集計

サステナビリティ
関連の単語

有価証券報告書（2022年３月期） 有価証券報告書（2023年３月期）

全体 開示社数 開示率 全体 開示社数 開示率

気候変動

2,345社

857社 36.5%

2,324社

1,659社 71.4%

TCFD 477社 20.3% 980社 42.2%

生物多様性 71社 3.0% 194社 8.3%

人権 335社 14.3% 933社 40.1%

腐敗防止 30社 1.3% 92社 4.0%

贈収賄防止 21社 0.9% 34社 1.5%

サイバーセキュリティ 174社 7.4% 259社 11.1%

データセキュリティ 5社 0.2% 31社 1.3%

知的財産 842社 35.9% 904社 38.9%

DX 924社 39.4% 1,157社 49.8%

(*1) 記述情報の開示に関する原則（別添）に例示されている「人権」、 「腐敗防止」、「贈収賄防止」 、「サイバーセキュリティ」、「データセキュリティ」に加え、「気候変動」、「TCFD」、 「生物多様性」、
「知的財産」、「DX」を対象とした。

参考-1
目次に戻る

【参考】定量分析



 2023年3月期決算の上場会社を対象に、有価証券報告書の「事業の状況」にサステナビリティ関連の特定の単語の記
載がある会社のうち、サステナビリティ関連の特定の単語を「サステナビリティに関する考え方及び取組」（以下、サス
テナ記載欄）に記載している会社数を特定の単語ごとに調査・集計した。

 サステナ記載欄でサステナビリティ関連の特定の単語を含む開示を行っている企業の割合は、サイバーセキュリティ、
知的財産、DXを除き、半数以上となった。

 サステナ記載欄での開示割合が半数以下であった「サイバーセキュリティ」及び「知的財産」は、事業等のリスクでの
開示が多く、「DX」は、経営方針、経営環境及び対処すべき課題等で開示を行っている会社が多い結果となった。

 サステナビリティ関連の特定の単語を含む開示をサステナ記載欄に行っている会社数及び割合

サステナビリティ
関連の単語

有価証券報告書（2023年３月期）

事業の状況での開示社数 サステナ記載欄での開示社数 サステナ記載欄での開示割合

気候変動 1,659社 1,497社 90.2%

TCFD 980社 881社 89.9%

生物多様性 194社 136社 70.1%

人権 933社 756社 81.0%

腐敗防止 92社 57社 62.0%

贈収賄防止 34社 20社 58.8%

サイバーセキュリティ 259社 54社 20.8%

データセキュリティ 31社 26社 83.9%

知的財産 904社 100社 11.1%

DX 1,157社 445社 38.5%

（参考１）サステナビリティ関連の特定の単語に関する有価証券報告書での開示の状況（2/2）
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 2023年３月期決算の上場会社の有価証券報告書の記載項目のうち、「サステナビリティに関する考え方及び取組」で
使用されている文字数の平均値（平均文字数）を市場区分及び直近決算期における売上高に応じて分類した。

 いずれの市場区分においても、売上高が大きくなるほど平均文字数が多い結果となった。
 同一の売上規模での比較においては、プライム上場企業の平均文字数が多い結果となった。

市場区分
売上高

プライム スタンダード グロース

会社数(*1) 平均文字数(*2) 会社数(*1) 平均文字数(*2) 会社数(*1) 平均文字数(*2)

～300億円 161 3,985 613 2,468 151 2,268

300～1,000億円 365 4,881 222 2,908 4 3,551

1,000～5,000億円 438 5,761 41 3,594 0 0

5,000～10,000億円 115 7,370 1 4,688 0 0

10,000億円～ 149 8,958 1 7,839 0 0

（*1） 2023年3月期決算の上場会社数をEDINETより集計
（*2）有価証券報告書の「サステナビリティに関する考え方及び取組」

において使用されている文字数の合計を会社数で除し、平均文
字数を算出

（参考２）売上別での「サステナビリティに関する考え方及び取組」の平均文字数

売上高
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参考-3
目次に戻る

【参考】定量分析



！開示の好事例としての公表をもって、開示例の記載内容に誤りが含まれていないことを保証するものではありません。


